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歯
肉退縮を改善する手法の１つである根面被覆術．本書では，その各術式の利点・欠点，適
応症を紹介するとともに，歯肉退縮量，歯数，口腔前庭の深さ，角化歯肉の幅を確認する
ことによって最適な術式を選択できるフローチャートも提示．さらに，術前の患者説明，

外科処置の詳細なステップ，術後管理までを多数の写真・イラストとともに解説しており，本当
に重要なポイントだけを押さえた，実践的なテキストブックとなっている.

これなら，
きっとできる！
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イラストレイテッド 安全・安心・確実　根面被覆術
ドクターの「ここが知りたかった！」が満載
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　結合組織移植片を用いた Coronally positioned 

flap による根面被覆術は，もっとも応用範囲が
広い術式である．今回は， １ 歯，多数歯における

歯肉退縮に対して，ステップごとに解説する．

Case ø ɹ ø ୀࣃのࣃ ʢॖ্ֺࣃݘʣ

3 Case presentation

Miller のྨɿClass ø  Ͱ͖Δظશͳ根面被覆͕

［No.15c］
［CK - 2  （ヨシダ）］

։ʹ用いΔϝεਕ

歯肉退縮量 大

歯数 1 歯

口腔前庭 深い

角化歯肉の幅 多い

歯間乳頭の幅 ＞ 3 mm

歯肉弁の移動量 大

術式の選択　CTG ＋ CPF （縦切開）

No.15のメス刃より幅が細くなっているた
め，歯間乳頭

部などの切開に適している．

マイクロブレードの一種で歯間乳頭部の
繊細な切開に

用いる．
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CHAPTER 3　結合組織移植片を用いた Coronally positioned flap

�歯肉弁移動量が少ない場合（＜ 3 mm），歯
肉退縮量（赤

矢印）と歯肉弁の歯冠側移動量（青矢印）を
同じに設定す

ることで，歯肉弁で結合組織移植片を完
全に被覆でき

る．縦切開を加える場合は血液供給を考
慮して歯肉弁

の基底部が大きくなるようにややハの字
型になるよう

に設定する．

歯肉歯槽粘膜境（MGJ）を 3〜 4 mm根尖
側まで越えて

切開を行い，部分層弁を形成する．この際，
パーフォレー

ションをしないように注意を要する．

�歯間乳頭部結合組織からの血液供給が得ら
れるように，

メスやティッシュニッパーで歯間乳頭部
の上皮組織を

一層除去する．歯肉弁に緊張力が加わる
ことなく歯冠

側移動ができるかがポイント．

移植片の固定．吸収性縫合糸を用いて懸
垂縫合で移植

片を固定する．その際，根面と移植片を
厳密に接する

ように注意する．

血液供給

結合組織

歯肉歯槽
粘膜境
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根面被覆術の術式
選択――フローチ

ャート

1
　術式を選択するう

えでのポイントはい
くつかある

が，歯肉退縮量，対象歯数，口腔前庭の深さ，

角化歯肉幅に着目し，以下にフ
ローチャートを

作成した．とくに口
腔前庭に関して見過

ごされがち

であるが，術後の組
織安定性やブラッシ

ングのやり

やすさを考慮すると
大切なポイントであ

る．

ͷه্ ü ͭͷज़ࣜͷͳ͔ͰɼචऀͷྟচͰ Modified Langer technique と Coronally positioned 

flap の選択頻度が高いɽ ø ୀॖҎ֎ɼ΄΅͜ͷࣃୀॖྔͷେ͖͍ࣃͷࣃ ù ͭͷज़ࣜͰରԠͰ͖Δɽ

  ない

FGG

深い

大(≧ 3 mm)

歯数

多数歯1歯

CPF

CPF

DPG

Tunneling

Tunneling

口腔前庭の深さ

MLT

浅い

MLT

角化歯肉の幅

少ない
多い

MLT

歯肉退縮量

CPF

  ない

FGG

浅い
深い

1歯

MLT CPF

多い
少ない

角化歯肉の幅

多数歯

口腔前庭の深さ

小(＜ 3 mm)

歯数

CPF：Coronally positioned flap

MLT：Modified Langer technique

Tunneling：Tunneling technique

DPG：Double pedicle graft

FGG：Free gingival graft
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［No.15c］
［CK - 2  （ヨシダ）］

։ʹ用いΔϝεਕ

No.15のメス刃より幅が細くなっているた
め，歯間乳頭

部などの切開に適している．

マイクロブレードの一種で歯間乳頭部の
繊細な切開に

用いる．

38

Modified Langer technique と Coronally positioned 

ɽ ø ୀॖҎ֎ɼ΄΅͜ͷࣃୀॖྔͷେ͖͍ࣃͷࣃ ù ͭͷज़ࣜͰରԠͰ͖Δɽ

CPF

多い

の幅

CPF：Coronally positioned flap

MLT：Modified Langer technique

Tunneling：Tunneling technique

DPG：Double pedicle graft

FGG：Free gingival graft

切開・結合組織移植片の挿入

縫合

術後

歯肉溝内切開を慎重に行い，歯肉弁

をパウチ状に形成する．歯間乳頭

組織も歯冠側移動できるように根
面，骨面から剥離する．縫合糸によ

り移植片を歯肉弁の中に挿入．

パウチ状の歯肉弁を懸垂縫合するこ

とで死腔を少なくし，同時にやや歯

冠側に歯肉弁を移動させた．

術後 2年の状態．
術後14年の状態．良好な状態が得られてい

る．

74
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CHAPTER５ɹ結合組織移植片を用いたその他の
術式

術式の選択

切開・歯肉弁形成

歯肉弁の固定 懸垂縫合

術後のメインテナンス

① 1週ごとのチェック＆クリーニング

②術後 2～3週で抜糸
③患者によるブラッシング開始は術後 4週

経過後

結合組織移植片の位置づけ・固定
①吸収性縫合糸による位置づけ・固定

②単純縫合

①歯肉溝内切開
②歯肉歯槽粘膜境 (MGJ)を越えた部分層

弁の形成

③歯間乳頭部歯肉の歯冠側方向への剥離

④パウチ状歯肉弁の形成

結合組織移植片の採取

歯間乳頭の幅が１～2mm

根面被覆術を成功に導くための重要な要素
は血液供給である．とくに歯間乳頭の幅が

狭い（ 1〜 2 mm）場合，

Tunneling technique は歯間乳頭部に切開を行わないので血液供給の点で有効である．ど

のような術式においても，移植片や歯肉弁
に対していかに血液供給を確保できるかを

つねに考慮しながら歯

肉弁のデザイン，切開，剥離などを行うこ
とが重要である．
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フローチャートを利用して
根面被覆術の術式選択!

大きな写真，
わかりやすいレイアウト

術式のポイントを示した
多くのイラスト

選択した術式を
「まとめ」で確認しましょう!
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